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※上図はRタイプのエンドパネルです。
　逆勝手がLタイプです。

エンドパネル
W

1370以下

W/2 W/2

L型をお選びのお客様 I型をお選びのお客様
（カウンターあり） （カウンターなし）

Mサイズ Sサイズ

排水心
200mm

トイレの奥行きにあわせて、カウンターをカットすることができます。
商品タイプごとにカット可能な範囲が異なりますので、下記条件をご確認ください。

まるごと収納タイプ
（床排水（排水心200））

タイプ L

まるごと収納タイプ
（床排水（排水心200））

タイプ
L

間口750～840 間口841～960

1565mm～1600mm
まるごと収納タイプ
（床排水（排水心135）・壁排水） 1501mm～1600mm

1326mm
～1600mm

1251mm
～1600mm

まるごと収納タイプ
（床排水（排水心135）・壁排水）

1262mm
～1600mm

1187mm
～1600mm

まるごと収納タイプ
（床排水（排水心200））

タイプ 奥行寸法

1270mm～

■まるごと収納タイプ（床排水（排水心200））

前出寸法

879mm
キャビネット奥行き

320mm
※1キャビネット高さ

1050mm

※3 奥行寸法は目安です。詳しくは取付条件（15ページ）をご確認ください。
※4 手洗器ありの場合は収納タイプ。

※4

まるごと収納タイプ
（床排水（排水心135）・壁排水） 1206mm～

※4

※2
※2

※3

トイレ空間の寸法を確認

お選びの商品の寸法を確認 お選びの商品タイプによって前出・高さ寸法が違います。

排水心の位置を確認 床排水、壁排水の2タイプがあります。

お選びの商品タイプによって対応できるトイレ寸法が違います。

※1 I型・手洗器ありの場合は収納タイプ。キャビネットの高さが890mmとなります。

レストパルFはお好みの部材を自由に選んで組み合わせるシステムトイレ。簡単に、洗練された、上質な空間の
レストルームができあがります。よりスムーズに選んでいただくため、以下3つのポイントをご確認ください。

POINT3

POINT2

POINT1

200

879
（便器先端：870）

320

1050

380

■まるごと収納タイプ（床排水（排水心135）・壁排水）

■床排水 ■壁排水

前出寸法

815mm
キャビネット奥行き

256mm
※1キャビネット高さ

1050mm
便器高さ

380mm
便器高さ

380mm

815
（便器先端：806）

256

1050

間口

750mm
～960mm

間口

750mm
～960mm

間口

780mm
～960mm

30mm
以上

30mm
以上

L L 奥行寸法
奥行寸法奥行寸法

※キャビネットの高さによって、取付に制約が付く場合があります。詳しくは取付条件（15ページ）をご確認ください。

※上記条件は、間口が750～960mmの場合です。間口が961mm以上の場合は、エンドパネルを利用して、壁とのすき間をあけて設置できます。詳しくは取付条件（15ページ）をご確認ください。
※2 奥行寸法は、L＋30mm以上必要です。

※ 2 ※ 2

※ 3

排水心
135mm

135

320 256

1-1　設置可能寸法

カウンターは使い勝手に応じて手洗器
位置を設定し、トイレ奥行寸法にあわせ
て下記の長さにカットできます。

カウンターは使い勝手に応じて手洗器
位置を設定し、トイレ奥行寸法にあわせ
て下記の長さにカットできます。

〈L型・Sサイズ〉

〈I型〉

〈L型・Mサイズ〉

1 商品取り付け範囲について

トイレの広さは以下の寸法を確保してください。間口750mm未満には対応できません。
（1）間口750～960mmの場合

（2）エンドパネルを使用する場合
エンドパネルを利用して壁とすき間をあけて
設置することも可能です。
間口は1370mm以下としてください。

床排水（排水心200） 1565
床排水（排水心135）・壁排水 1501

Aタイプ
（単位：mm）

床排水（排水心200） 870
床排水（排水心135）・壁排水 806

Cタイプ
（単位：mm）

床排水（排水心200） 1326
床排水（排水心135）・壁排水 1262

間口750～840
タイプ

1251
1187

間口841～960
B
（単位：mm）

2-1　給排水位置の条件

2 取り付け施工条件について

（1）排水位置の条件
①床排水タイプ
下図の位置に便器の排水心があることをご確認ください。

VP・VU75（塩ビ排水管）は床から60±5mmで立ち上げてください。
VP・VU100（塩ビ排水管）には接続できません。

（2）大便器横壁に窓がある場合

840

L=365以上

1395
1040 1395

̶ 1020
̶ 1395

L=365未満
床排水（排水心200）

H
840

L=300以上

1330
1040 1330

̶ 1020
̶ 1330

L=300未満
床排水（排水心135）・壁排水

（単位：mm）

※1 やむなく狭いスペースに設置せざるを得ない場合
や、トイレ内に障がい物がある場合は、器具の取
付上、機能上最低限必要な寸法を確保ください。

　　ただし、使用される方によっては、狭く使用しづら
く感じられる場合があります。

　　また、便器先端から約300mm以内に障がい物
がある場合は、便座・便ふたが閉まらないことや、
便器のオート洗浄ができなくなる場合があります。

※床排水（排水心200）と床排水（排水心135）・壁
排水では、便器前出寸法が異なるため、設置できる
トイレ寸法が異なります。

※床排水（排水心200）と床排水（排水心135）・壁排水では、便器前出寸法が異なるため、
設置できるトイレのカウンターカット寸法が異なります。

L型・Mサイズ（まるごと収納タイプ）
L型・Sサイズ（まるごと収納タイプ）
I型・手洗器あり（収納タイプ※1）
I型・手洗器なし（まるごと収納タイプ）

タイプ

W/2

780～９６０
（間口寸法）

W/2

３０以上

W

A～１６００

750～９６０
（間口寸法）

W/2 W/2

３０以上

B～１６００

W

W/2 W/2

750～９６０
（間口寸法）

Ｗ

C
（便器前出寸法）

400以上
（目安※1）

窓枠327（床排水（排水心200））
263（床排水（排水心135）・壁排水）

13
60（

床
排

水（
排

水
心

20
0）

）
12

95（
床

排
水（

排
水

心
13

5）・
壁

排
水

）
（

まる
ごと

収
納

タイ
プ

）

８９
０（

収
納

タ
イ

プ
）

L

Ｈ以上

後ろ抜き

90～
155mm

90～
155mm

左右抜き

256 256

1-2　窓枠などについて
壁に窓枠や腰壁の見切りなどの突起物がある場合、下図のような制約がつきます。事
前に製品と干渉しないよう窓枠や腰壁の見切りなどの位置を設定してください。

※まるごと収納タイプで、窓枠の高さが1100～1295mm
　（床排水（排水心200）の場合は1100～1360mm）
　かつ、窓枠の出代が10mmを超える場合は天板が自立
　しません。
※1 天板は開きません。

（1）大便器後ろ壁に窓がある場合

L型・Mサイズ（まるごと収納タイプ）
L型・Sサイズ（まるごと収納タイプ）
I型・手洗器あり（収納タイプ※1）
I型・手洗器なし（まるごと収納タイプ）

タイプ
1050
H1

1100
1050 1100
890 1020
1050 1100

H2
（単位：mm）

窓枠

H1 Ｈ２以上

Ｗ/２±１０
Ｗ（７５０～９６０）

便器排水心位置
VP・VU75（塩ビ排水管）

200±10（排水心２００タイプ）
１３５±１０（排水心１３５タイプ）

６０
±

５

②壁排水タイプ
下図の位置に便器の排水管位置があることをご確認ください。

排水勾配は必ず1/50以上確保してください。便器と排水管はジャバラ管（材質：
軟質塩ビ）での接続となります。VP・VU100（塩ビ排水管）には接続できません。

〈後ろ抜きの場合〉 〈後ろ抜き・フランジ付の場合〉

W（750～960） 

90～155 

W/2±10

VP・VU75（塩ビ排水管）

95±5

35
以

上

VP・VU75（塩ビ排水管）

W/2±10

95±5

W（750～960）

排水位置高さは90～155です。

〈左抜きの場合〉 〈左抜き・フランジ付の場合〉
※右抜きタイプの場合は左右対称です。 ※右抜きタイプの場合は左右対称です。

W（750～960） 

90～155

100～140※1

195±5

W/2±10

VP・VU75（塩ビ排水管）

※1 排水位置が後ろ壁から131～140の場合は
別途偏心ソケットを手配し、右図の位置に
立ち上げてください。偏心ソケットは逆勾配に
ならないように、取り付けてください。

100～140※1

90～155

195±5
250以上

W（750～960）
W/2±10

VP・VU75
（塩ビ排水管）

１３
１

～
１４

０

195±5

偏心ソケット
（現場手配）

便器中心

Ｗ（７５０～９６０）
W/2±10
３５以上

85～130

VP・VU75（塩ビ排水管）

※1 ※1

※1 天板は開きません。

380

レストパルF 事前施工情報 レストパル F 取付条件

to48012
長方形

to48012
長方形
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レストパル 壁排水 取付条件

（2）大便器横壁に窓がある場合

（2）立管対応タイプ（622～727mm）の場合（I型のみ）

壁に窓枠や腰壁の見切りなどの突起物がある場合、図のような制約が付きます。事前に
製品と干渉しないように注意してください。特に後ろ壁に窓がある場合はご注意ください。

（1）大便器後ろ壁に窓がある場合

（1）排水位置の条件
下図の位置に便器の排水管位置があることを確認してください。
排水勾配は必ず1/50以上確保してください。
便器と排水管はジャバラ管（軟質塩ビ製）での接続です。

〈後ろ抜きの場合〉 〈左抜きの場合〉

〈後ろ抜き・フランジ付の場合〉 〈左抜き・フランジ付の場合〉

※右抜きタイプの場合は左右対称です。
※VP-VU100（塩ビ）には接続できません。

※右抜きタイプの場合は左右対称です。
※VP-VU100（塩ビ）には接続できません。

※右抜きタイプの場合は左右対称です。

W（750～960） 

90～155 

W/2±10

VP-VU75（塩ビ）

95±5

W（750～960） 

90～155

100～140※1

195±5

W/2±10

VP-VU75（塩ビ）

エンドパネルを利用して壁とすき間をあけて設置でき
ます。
※本図はRタイプのエンドパネルです。逆勝手がLタイプです。
※左右抜きで排水管が干渉する場合や、立管対応タイプの場合はエン

ドパネルは使用できません。

1-1　設置可能寸法

1-2　窓枠などについて1 商品取り付け範囲について

2-1　給排水位置の条件

2 取り付け施工条件について

カウンターは使い勝手に応じて手洗器
の位置を設定し、トイレ奥行寸法にあ
わせて任意の長さにカットできます。

カウンターは使い勝手に応じて手洗器
の位置を設定し、トイレ奥行寸法にあ
わせて任意の長さにカットできます。

〈L型・Sサイズ〉

〈I型〉

〈L型・Mサイズ〉

トイレの広さは以下の寸法を確保してください。間口750mm未満には対応できません。
（1）間口750～960mmの場合

露出配管の場合、
フランジ端から
622～727必要です。

〈I型〉

共通 1265
間口750～840

A

1190
間口841～960

タイプ

（単位：mm）

※図は左抜きの場合。（右抜きの場合は上図と逆勝手となります。）

※図は左抜きの場合。右抜きタイプの場合は左
右対称です。

※1 排水位置が後ろ壁から131～140の場合は
別途偏心ソケットをご発注いただき、右図の
位置に立ち上げてください。偏心ソケットは逆
勾配にならないように、取り付けてください。

35
以

上

VP・VU75（塩ビ）

W/2±10

95±5

W（750～960）

100～140※1

90～155

195±5
250以上

W（750～960）
W/2±10

VP-VU75
（塩ビ）

１３
１

～
１４

０

195±5

偏心ソケット
（現場手配）

便器中心

Ｗ（７５０～９６０）
W/2±10
３５以上

85～130

VP-VU75（塩ビ）

●隠ぺいタイプ ●露出タイプ
〈立管対応タイプ（I型のみ）の場合〉

622～727

90～155

247

100
～140

立管
195±5 VP-VU75

（塩ビ）

100
～140

VP-VU75
（塩ビ）

622～727

247

40±5

90～155

L型・Mサイズ 1050
H1

1100
H2

まるごと収納タイプタイプ

890
H1

910
L型・Sサイズ 1050 1100 890 910
I型・手洗器あり 890 1020
I型・手洗器なし 1050 1100 890 910

H2
収納タイプ

（単位：mm）

L型・Mサイズ
L型・Sサイズ
I型・手洗器あり
I型・手洗器なし

840

L=300以上

1330
1040 1330

̶ 1330

L=300未満
H

まるごと収納タイプ
タイプ

840

L=300以上

910
1040 1040

̶ 1020
̶ 910

L=300未満
収納タイプ
（単位：mm）

排水位置高さは90～155です。

エンドパネル

1500～1600

30以上 
780～960

（間口寸法）

W
W/2 W/2

A～1600

30以上 

750～960
（間口寸法）

W
W/2 W/2

W/2 W/2
W

1200以上

750～960
（間口寸法）

622～727

H1
H2以上 

窓枠 

89
0収

納
タ

イ
プ

12
95

（
ま

る
ご

と
収

納
タ

イ
プ

）

Ｈ
以

上
 

L

窓枠 263

［後ろ抜きの場合］ ［右抜きの場合］

［立管対応タイプ］（I型のみ）
［隠ぺい・露出タイプ共通］

〈給排水そのまま利用タイプの場合〉
下図の斜線内が対応範囲です。
対応範囲内に給水管の中心があることをご確認ください。

［左抜きの場合］

［左抜きの場合］

［隠ぺいタイプ］
［左抜きの場合］
［露出タイプ］

●立管対応タイプ（I型のみ）

※図は左抜きの場合です。
　右抜きの場合は逆勝手です。

※印より上に給水位置がある場合、棚板が取り付けられません。

給水位置が便器中心より右の場合は延長用ホース（UGTN98L2X50R）を別途ご発注ください。

立管

６２2～７２7

３８
０

±
１０

３００±１０
247

既存のコンセントを使用する場合は、下図の斜線範囲内に接地用端子の付いた接地
極付きの壁埋込式コンセント（自動水栓の場合は、接地用端子の付いた接地極付き
の壁埋込式2口コンセント）の外形が納まることを確認してください。新規に設置する場
合は、下図の標準位置に設置してください。コンセントは付属品として同梱されておりま
せんので現場にてご発注ください。横壁にコンセントがある場合は、コンセントプレートの
サイズに側板を開口してください。
定格消費電力：ウォシュレットアプリコット（F1A・F2A・F3A）　1280W　ウォシュレットアプリコット（F3AW）　1282W
　　　　　　自動水栓　   常時0.4W（作動時0.6W）　　 　　電気温水器　約505W
定 格 電 源：AC100V　50/60Hz

＜立管対応タイプ＞（I型のみ）
［隠ぺい・露出タイプ共通］
［右抜き］ ［左抜き］

2-2　電気配線の条件［コンセント設置ガイド］

（1）大便器、自動水栓

立管

260
６２2～７２7

90

190

225±5
（標準位置）

247

24
0

250±5
（標準位置）

〈給排水まるごと工事タイプの場合〉

（2）給水位置の条件
図の位置に仕上面と同一面にRc1/2の給水管を取り出してください。L型・I型とも、給
水対応位置は共通です。

※床給水は後ろ抜きのみ。

［後ろ抜き・左右抜き共通］
●間口750～960mm

Ｗ（７５０～９６０）

Ｗ／２

３８
０

±
１０

（
壁

給
水

）

80±10
（床給水）※

３００±１０（床給水）※

３００±１０
（壁給水）

（2）電気温水器付自動水栓
レストパル（床排水）と同様です。詳細は20ページをご参照ください。

※右抜きタイプは左右対称です。 ※右抜きタイプは左右対称です。

２４7

６２2～７２7

３８
０

±
１０

３００±１０

＜左抜き＞
［L型］ ［I型］

＜右抜き＞
［L型・I型］

＜後ろ抜き＞
［L型］ ［I型］

33
5

25

24
0

190190
255

24
0

90

14
0

260

225±5
（標準位置）

25
0±

5
（

標
準

位
置

）

195

21
5（

右
勝

手
の

場
合

）
26

0（
左

勝
手

の
場

合
）

７５０～９６０

便器中心

33
5

25

24
0

190190

２６
０

255

24
0

90

14
0

260

225±5
（標準位置）

25
0±

5
（

標
準

位
置

）

195

７５０～９６０

便器中心

33
5

25

24
0

25
5

190
255

90

260

300±5
（標準位置）

32
0±

5
（

標
準

位
置

） 17
0

７５０～９６０

便器中心

７５０～９６０

21
5（

右
勝

手
の

場
合

）
26

0（
左

勝
手

の
場

合
）

195

25
0±

5
（

標
準

位
置

）

225±5
（標準位置）

14
0

24
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※まるごと収納タイプで、窓枠の高さが1100～1295mmかつ、
　窓枠の出代が10mmを超える場合は天板が自立しません。
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